












考察ならびに要約 

妊娠中に投与された薬剤は胎児に対する影響が考慮されなければならない。ことに胎内治

療を目的とした場合には児の長期に亘る影響についても配慮されなければならない。本研

究班では fetaldistress の対策として母体糖投与の効果を確認し,ことにマルトースは新

生児期の低体温,低血糖など適応不全症状の頻度を低下させることを報告した。今回は同一

症例の 2～3才児の乳児発育について可能な限り詳細なアンケート調査を行った。身体発育

では最近の栄養事情を反映してか体重で標準体重を上廻った。身体,精神発達,言語,社会性

などについては標準状態を達成しており,無投与対照群と糖投与群間にも差はなかった。難

聴,斜視などの感覚器異常は中枢神経異常の調査対象となる。発症頻度は極めて少なく,ま

た 3群間にも差はなかった。 

以上のことから分娩時の母体糖投与によるfetal distressの治療は安全かつ有効な治療法

であり,ことに本研究会で効果の確認されたマルトースはグルコースのもつインシュリン

誘導効果がなく,分娩時の投与で出生後の血糖低下を防止するため,極めて有用な薬剤であ

ることを確認した。 


